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より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal.com/ja/csr/ ※1  ASE: Automatic air Sampling Equipment　※2  CME: Continuous CO2 Measuring Equipment

デ
ー
タ
を
地
上
へ
も
ち
帰
り
ま
す
。
現
在
は

ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
│
２
０
０
Ｅ
Ｒ
型
機

（
全
11
機
中
の
８
機
）、
同
７
７
７
│
３
０
０

Ｅ
Ｒ
型
機
（
全
13
機
中
の
２
機
）
で
自
動
観

測
が
可
能
で
す
。

各
路
線
を
ど
の
型
の
航
空
機
で
運
航
す
る

の
か
は
、
旅
客
需
要
や
運
航
効
率
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
確
定
し
ま
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
自
動
観
測
機
器
が
搭
載
さ
れ
た

航
空
機
が
研
究
上
の
重
要
路
線
で
運
航
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
観
測
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て

用
い
ら
れ
る
の
が
回
転
式
手
動
ポ
ン
プ
に
よ

る
大
気
の
採
取
で
す
。
特
に
地
球
を
南
北
に

縦
断
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
路
線
は
、
研
究

の
目
的
で
あ
る
気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
に
と
っ
て
最
重
要
で
あ
り
、
こ
の
観
測
継

続
に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

現
在
、
最
重
要
路
線
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
│

成
田
便
で
は
、
月
に
１
回
、
特
別
な
準
備
を

し
許
可
を
受
け
た
社
員
（
観
測
者
）
が
、
操

縦
室
内
で
こ
の
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
測
者
は
前
日
、
観
測
機
器
を
携
行
し
て

シ
ド
ニ
ー
に
到
着
。
翌
日
早
朝
、
成
田
行
き

Ｊ
Ｌ
７
７
２
便
の
乗
務
員
と
行
動
を
共
に
し

ま
す
。
観
測
者
は
機
内
で
乗
務
員
と
観
測
作

業
に
必
要
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
後
、

離
陸
。
上
昇
中
の
飛
行
が
安
定
し
た
後
、
観

測
準
備
を
始
め
ま
す
。
天
井
部
の
エ
ア
コ
ン

の
吹
き
出
し
口
と
手
動
ポ
ン
プ
、
フ
ラ
ス
コ

航
空
会
社
は
、
日
々
の
航
空
機
運
航
に
よ

り
少
な
か
ら
ず
環
境
に
負
荷
を
か
け
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
事
実
を
受
け

止
め
た
う
え
で
、
航
空
会
社
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
環
境
分
野
で
の
社
会
貢
献
は
何
か
を
考

え
、
世
界
の
空
を
高
頻
度
で
移
動
す
る
国
際

線
定
期
旅
客
便
の
特
性
を
生
か
し
た
地
球
環

境
保
全
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
上
空
の
大
気

観
測
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境

研
究
所
、
気
象
庁
気
象
研
究
所
、
株
式
会
社

ジ
ャ
ム
コ
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
と

共
同
で
取
り
組
む
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

通
常
、
観
測
は
特
定
の
航
空
機
の
貨
物
室

に
搭
載
さ
れ
た
２
種
類
の
自
動
観
測
機
器
で

行
い
ま
す
。
一
つ
は
、
上
空
の
大
気
を
そ
の

ま
ま
も
ち
帰
る
自
動
大
気
採
取
装
置 

（
※

1
）。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
12
地
点
の
大

気
（
４
リ
ッ
ト
ル
×
12
本
）
を
採
取
し
て
地

上
に
も
ち
帰
り
、
国
立
環
境
研
究
所
で
二
酸

化
炭
素
、
メ
タ
ン
な
ど
の
濃
度
を
分
析
し

て
い
ま
す
。
１
９
９
３
年
開
始
の
旧
Ａ
Ｓ

Ｅ
観
測
を
含
め
る
と
、
南
北
両
半
球
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
緯
度
分
布
に
つ
い
て
、
世
界
最

長
期
間
の
観
測
記
録
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
連
続
測
定
装

置
（
※
2
）。
飛
行
中
に
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
を
連
続

し
て
高
精
度
で
測
定
・
記
録
し
、
機
器
の
搭

載
開
始
か
ら
１
〜
２
カ
月
間
（
通
常
約
60
フ

ラ
イ
ト
）、
す
べ
て
の
フ
ラ
イ
ト
で
の
観
測

（
大
気
を
も
ち
帰
る
金
属
製
容
器
）
を
チ
ュ

ー
ブ
で
接
続
。
離
陸
か
ら
約
40
分
で
、
最
初

の
大
気
を
採
取
す
る
南
緯
30
度
に
到
達
し
ま

す
。
そ
の
後
、
約
45
分
ご
と
（
採
取
は
所
定

の
緯
度
ご
と
）
に
、
約
９
時
間
半
の
フ
ラ
イ

ト
中
に
12
地
点
の
大
気
を
採
取
し
ま
す
。

フ
ラ
ス
コ
に
は
、
当
初
、
地
上
の
空
気
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
研
究
材
料
と
な

る
上
空
大
気
と
完
全
に
入
れ
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
採
取
の
前
に
ポ
ン

プ
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
回
数
、
空
回

し
（
１
回
の
フ
ラ
イ
ト
で
約
５
０
０
０
回

転
）
し
ま
す
。

こ
の
観
測
は
観
測
者
に
よ
る
、
常
に
運
航

の
安
全
を
確
保
し
た
作
業
実
施
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
さ
ら
に
は
観
測
機
器
を
国
際
線
で

携
行
す
る
た
め
の
各
空
港
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

空
港
保
安
当
局
等
と
の
事
前
調
整
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
か
ら
観
測
者
に
対
す
る
飛
行
計
画
に
沿

っ
た
大
気
採
取
地
点
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
る
観
測
機
器

の
収
納
・
固
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の

グ
ル
ー
プ
社
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、
航
空
機
の
特
性
を

生
か
し
た
地
球
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
気
観
測
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
観
測
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

世
界
最
長
の
観
測
記
録
を
誇
る

国
際
線
旅
客
機
で
の
大
気
観
測

社
員
が
連
携
し
実
施
さ
れ
る

手
動
ポ
ン
プ
に
よ
る
大
気
採
取

「日本と豪州を結ぶ日本航空の国際便による上空の大気観測
が、23年前の1993年から開始されました。この観測によ
り、高度10㎞付近のCO2 濃度は上昇を続け、人類活動の影
響が上空にまで及ぶメカニズムが次第に明らかになってきま
した。こうした長期間のデータは地球温暖化予測の精度向上
や対策に役立つことから、今後も旅客機による観測の継続が
ますます重要となると考えています」

JAL グループは、1993年以来、地球温暖化をもたらす気候変動メカニズムの解明

を目指し、現在「CONTRAIL プロジェクト」に共同参画しています。今号はその観

測を支える、社員による操縦室内での「手動観測」の様子を中心にご紹介します。

コックピットでの手動ポンプによる大気観測
航空会社だからこそできる地球環境保全への取り組み

駐機中、シェードクローズにより日射による機内温度上昇を抑
制することで、空調を担うAPU（機体後部の補助動力装置。
ジェット燃料を使用）の作動時間が短縮され、CO2排出量を抑
制できます。777型機では、10分間で約123㎏のCO2排出抑
制が可能です。お客さまのご理解、ご協力をお願い申し上げます。

環境を守る一歩に繋がる
シェードクローズ（日よけを閉じる取り組み）
を実施中！

地球温暖化予測の精度向上や対策に役立つ
旅客機による観測を今後も継続していきたい

高度10㎞付近におけるCO2濃度の変動を表した
グラフ。北半球では濃度が春から秋に下がり、秋
から冬に上昇しており、植物の光合成と呼吸の影
響が上空の大気にも表れていることが分かる。

気象庁気象研究所　
海洋・地球化学研究部
第四研究室・室長
松枝秀和さん

操縦席の後ろの座席で天井部のエアコンから大気を採取。
※この写真は、運航の安全を確保した上で撮影しています。

CONTRAILプロジェクトについての詳細は、
下記URLでご覧いただけます。
www.jal.com/ja/contrail/

01. 回転式手動ポンプ。
02. フラスコ。1回のフライトで12本使用。
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